
財務戦略

2024年11月期の振り返り

売上高は過去最高を更新するも、世界的なインフレの影響もあり減益

中期経営計画Stage1の最終年である2024年11月期は、60
年振りに営業体制を刷新し、重点施策と位置付けていた微細・
精密加工分野向けを中心に成長産業の開拓を進めました。日本
では自動車メーカーの認証不正問題、中華圏の景気低迷の継
続はあったものの、為替が主要通貨に対して円安に推移したこ
とにより、売上高は過去最高を更新しました。一方で世界的なイ
ンフレによる原材料費や人件費の高騰等、コスト面での負担が
重くのしかかり、営業利益以下は減益となりました。以上の結

果、売上高1,555億１千７百万円、営業利益188億６千８百万円、
経常利益198億２千5百万円、親会社株主に帰属する当期純利
益134億３千９百万円となりました。
財務面では、転換社債型新株予約権付社債220億円を発行し、
取得した資金を原資に自己株式11,059,200株（取得価額の総
額219億9千９百万円）を取得しました。これにより当期末の自己
資本比率は64.8%となり、前期末比7.8％の減少となりました。

2025年度から始まった中期経営計画「Beyond the Limit Stage2」
では、Stage1の3年間（2022～2024）における収益性や事業効
率の改善の取り組みを継続するとともに、新たにROE10％超を
経営指標として掲げ、資本効率の向上に向けバランスシートの改
革に取り組みます。
グループ内のキャッシュアロケーションの見直しや、在庫の圧縮

によるキャッシュコンバージョンサイクル（CCC）短縮、政策保有
株式の削減などを通じてバランスシートのスリム化を図ります。
また、事業の成長からもたらされる営業キャッシュフローについ
ては、既存事業の成長戦略及び、M&Aを含む積極的な成長投資
に充当するほか、株主還元の強化も図ってまいります。

戦略投資と株主還元の強化による財務構成の見直し

Stage2の3年間（2025～2027）における営業キャッシュフ
ローを800～900億円と想定し、新工場建設、設備投資、M&A
を含む戦略投資としては600～700億円の規模を想定してい
ます。この中には自動化や省人化設備への投資も最大300億
円含めています。また株主還元としては、Stage1の3年間にお
いて自社株買いも含めて440億円の還元を実施しており、

Stage2においては最大500億円を想定しています。安定的な
配当に加え、必要に応じて機動的な自社株買いも実施します。
今後の営業キャッシュフローの実績やM＆Aによってキャッシュ
アロケーションの構成が変わる可能性はありますが、有利子負
債の活用も選択肢として自己資本比率の上昇を抑制し、資本効
率を高める活動を実施してまいります。

安定配当の継続

配当性向については、2022年度より公約配当性
向を30%から35%に引き上げています。Stage1
の3年間においては減益決算となりましたが、年
間配当金60円の安定配当を継続しました。今後
も35-40％の配当性向を維持しつつ、自社株買
いも含めた総還元性向の向上も意識して株主還
元を行ってまいります。

オーエスジーグループは、2023年8月10日に切削工具メーカーとして世界初のグリーンボンドを発行しました。
オーエスジーグループの中期経営計画「Beyond the Limit Stage2」の実現に向け、成長戦略とESGの取り組みを結び付けることで創出する
企業価値の最大化に向けて邁進してまいります。

配当性向と総還元性向

キャッシュアロケーション

資金充当状況レポーティング(2024年11月30日時点)

インパクトレポーティング(2024年11月30日時点)

１ 省エネルギー
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グリーンボンドレポーティング

■ 大池工場の改修(GBPカテゴリー:グリーンビルディング)
2024年8月着工、2028年6月竣工予定
CASBEE評価：B＋

2 環境配慮型の製品

適格事業区分

省エネルギー

新規
リファイナンス
合計

：23（100％）
：0（0％）
：23

2028年3月

製品開発プロセスにおけるエネルギー効率

グリーンビルディング

環境配慮型製品、環境に配慮した生産技術及び
プロセス認証を受けた高環境効率製品

環境配慮型の
製品

計

GBPカテゴリー 資金充当金額 未充当額

資金充当額調達額 未充当残高

充当完了予定

■ CAE解析による切削シミュレーション(GBPカテゴリー:製品開発プロセスにおけるエネルギー効率)
CO2排出量削減効果：1,152 kg-CO2/累計実績
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✓超硬エンドミルの新工場建設
✓微細・精密工具など成長領域向けの
生産設備増強

✓戦略的M&A

✓成長投資（M&A、設備投資、研究開発
　費等）や株主還元に活用
✓グループ内の
キャッシュアロケーションの見直し

✓自動化・省人化設備への投資
✓DX推進

✓安定的・継続的な配当
（配当性向35～40％）
✓機動的な自社株買いを実施

Stage1 実績 2022年11月期～2024年11月期 Stage 2 計画 2025年11月期～2027年11月期

営業CF
720

社債発行
270

資産売却等 40

戦略投資 450
（M&A実績 90）

（配当 170）
（自社株買い 270）

株主還元 440

借入返済等 140

営業CF
800～900

外部調達

資産売却等

戦略投資 
600～700

（維持更新 ～300）

（配当・自社株買い ～500）
株主還元

借入返済等 ～100

Cash In

1,300
Cash Out

1,300
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1,030
Cash Out

1,030

負債・純資産

中期経営計画「Beyond the Limit Stage2」における取り組み

ROE10％超を目指し、資本効率の向上を図る

現預金

運転資本

固定資産

総資産

有利子負債

自己資本

✓CCC短縮によるキャッシュの創出
（在庫圧縮、回収・支払サイトの見直し）

✓負債の活用によるWACC低減
✓最適な資本構成の追求

✓IR活動を通じた株主資本コストの低減
✓株主還元の強化
（配当性向の引き上げ、自社株買い）✓減価償却費をベンチマークとした設

　備投資
✓政策保有株式の削減

2024年：4.4 ヶ月
2027年：3.5 ヶ月目標

棚卸資産回転期間の目標

■ 製造時のCO2排出量が従来比35%削除　
された転造タップ「GREENTAP」の開発
CO2排出量削減効果：2,638 kg-CO2/累計実績

OSGの戦略 OSGの戦略 OSGの進捗・成果OSGの基盤強化OSGの価値創造OSGとは
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